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は
じ
め
に

　

本
稿
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
圓

珠
庵
蔵
契
沖
著
述
稿
本
類
等
の
中
よ
り
あ
ら
た
に
見
出
さ
れ
た
『
厚
顔
抄
』

お
よ
び
『
古
今
余
材
抄
』
の
契
沖
自
筆
草
稿
断
簡
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
（
圓
珠
庵
蔵
契
沖
著
述
稿
本
類
等
の
全
体
像
お
よ
び
当
文
庫
へ
の
寄
託

の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
本
輯
所
収
「
圓
珠
庵
寄
託
契
沖
著
述
稿
本
類
等
目

録
」
に
就
か
れ
た
い
）。
当
該
断
簡
が
見
出
さ
れ
た
の
は
契
沖
自
筆
『
河

社
』（
エ
─

五
一
─

二
）
の
料
紙
の
紙
背
か
ら
で
あ
る
。
契
沖
の
考
証
随
筆

で
あ
る
『
河
社
』
は
は
や
く
写
本
で
流
布
し
て
い
た
が
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
に
は
小
沢
蘆
庵
と
そ
の
門
人
ら
に
よ
っ
て
刊
本
が
上
梓
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
戦
前
の
朝
日
新
聞
社
版
『
契
沖
全
集
』
で
は
三
手
文
庫
本
を

底
本
と
し
て
翻
字
さ
れ
て
い
る
ほ
か（
１
）、

日
本
随
筆
大
成
な
ど
に
も
翻
字
が

備
わ
る（
２
）。
岩
波
書
店
版
『
契
沖
全
集
』
第
十
四
巻
で
は
契
沖
自
筆
の
彰
考

館
本
を
底
本
と
し
、
三
手
文
庫
本
を
以
て
校
合
し
て
い
る（
３
）。

　

こ
の
圓
珠
庵
蔵
本
は
底
本
に
選
択
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
彰
考
館
本
と
並

ぶ
契
沖
自
筆
本
と
し
て
は
や
く
か
ら
存
在
は
知
ら
れ
て
お
り
、
岩
波
書
店

版
全
集
の
解
題
（
久
保
田
淳
執
筆
）
で
は
諸
本
に
関
し
て
述
べ
る
な
か
で
、

圓
珠
庵
本
に
つ
い
て
「
紙
背
に
、
本
文
の
草
稿
の
ご
と
き
も
の
が
記
さ
れ

て
い
る
」
と
し
、
朝
日
新
聞
社
版
全
集
第
八
巻
の
凡
例
で
も
「
圓
珠
庵
に

反
古
の
裏
に
書
い
た
袋
綴
の
自
筆
稿
本
二
冊
」
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
が
、

契
沖
自
筆
『
厚
顔
抄
』『
古
今
余
材
抄
』
新
出
断
簡
に
つ
い
て

―
附
『〔
住
友
周
富
十
七
回
忌
追
悼
歌
集
〕』
翻
印
―

一　

戸　
　

渉
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そ
の
紙
背
な
い
し
反
故
の
内
容
に
関
し
て
は
そ
れ
以
上
の
論
及
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
八
木
毅
「
円
珠
庵
の
蔵
書
に
つ
い
て
」
は
圓
珠
庵
本
に
つ
い
て

「
本
文
、
反
故
の
紙
背
に
書
く
」
と
述
べ
る
一
方（
４
）、「
契
沖
著
述
稿
本
類
」

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
謄
写
版
の
目
録
で

は
紙
背
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
て
い
な
い（
５
）。
こ
の
ほ
か
従
来
の
研
究
に
お
い

て
も
管
見
の
限
り
圓
珠
庵
本
『
河
社
』
の
紙
背
に
関
し
て
具
体
的
な
検
討

が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、
斯
道
文
庫
に
圓
珠
庵
蔵
契
沖
著
述
稿
本
類
等
が
寄
託
さ
れ

た
こ
と
に
伴
っ
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
圓
珠
庵
本
『
河
社
』
の
料
紙

の
大
部
分
は
岩
波
書
店
版
全
集
解
題
の
述
べ
る
と
お
り
『
河
社
』
の
草
稿

を
再
利
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
部
に
『
厚
顔
抄
』
お
よ
び

『
古
今
余
材
抄
』
の
草
稿
断
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
従

来
未
紹
介
の
も
の
と
思
し
い
こ
と
か
ら
、
以
下
に
そ
の
翻
字
を
掲
げ
、
若

干
の
検
討
を
加
え
る
。

一
、『
厚
顔
抄
』
草
稿
群

　

圓
珠
庵
本
『
河
社
』
の
書
誌
を
改
め
て
略
記
す
る
。
圓
珠
庵
蔵
契
沖
著

述
稿
本
類
等
の
内
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
寄
託
）。
香

色
無
地
表
紙
（
縦
二
四
・
二
×
横
一
六
・
八
糎
）。
押
八
双
あ
り
。〔
江
戸

前
期
〕
写
。〔
契
沖
〕
筆
。
半
紙
本
二
冊
。
外
題
「
河
社　
地
」（
第
一
冊
）

「
河
社　
天
」（
第
二
冊
）。
内
表
紙
外
題
「
河
社
下
」（
第
二
冊
）。
毎
半

丁
九
～
十
四
行
。
表
紙
貼
紙
墨
書
「
鑑
査　

二
巻
／
第
五
七
〇
一
号
」「
第

廿
五
号
／
二
冊
」。
内
表
紙
墨
書
「
沖
師
／
真
筆
七
十
枚
（
印
記
「
桑
門

契
沖
」）」。
識
語
「
已
上
直
筆
七
十
六
枚
（
印
記
「
桑
門
契
沖
」）
／
圓
珠

草
庵
／
什
寶
（
印
記
「
圓
珠
之
印
）」（
第
一
冊
末
尾
）「
已
上
真
筆
七
十

ま
へ
（
印
記
「
桑
門
契
沖
」）
／
圓
珠
庵
／
什
宝
（
印
記
「
圓
珠
之
印
）」

（
第
二
冊
末
尾
）。
印
記
「
圓
珠
之
印
」。
料
紙
に
『
河
社
』『
厚
顔
抄
』『
古

今
余
材
抄
』
草
稿
の
紙
背
を
用
い
る
。
請
求
記
号
エ
─

五
一
─

二
。
な
お
、

表
紙
貼
紙
墨
書
や
内
表
紙
の
墨
書
、
識
語
は
す
べ
て
近
代
に
至
っ
て
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
第
二
冊
の
第
二
丁
か
ら
第
十
一
丁
に
か
け
て
の
料
紙
は
『
厚
顔
抄
』

及
び
『
古
今
余
材
抄
』
の
草
稿
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の

筆
跡
か
ら
い
ず
れ
も
契
沖
自
筆
と
見
て
間
違
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず

『
厚
顔
抄
』
草
稿
群
の
翻
字
を
、
現
在
綴
じ
ら
れ
て
い
る
丁
の
順
序
に
従
っ

て
掲
げ
る
。
翻
字
に
際
し
て
は
以
下
の
方
針
で
行
っ
た
。

・
便
宜
上
、
第
幾
丁
紙
背
と
見
出
し
を
各
丁
の
冒
頭
に
掲
げ
た
。
ま
た
ノ

ド
部
に
丁
付
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
見
出
し
に
続
け
て
注
記
し
た
。
な
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お
い
ず
れ
の
丁
付
も
契
沖
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
底
本
の
字
体
に
近
似
す
る
も
の
を
採
用
し
た
。

・
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

・
句
読
点
は
底
本
に
備
わ
る
も
の
の
み
翻
字
し
、
私
に
付
加
し
て
い
な
い
。

・
朱
筆
は
【　

】
に
括
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
方
式
で
の
表
記
が

困
難
な
場
合
は
適
宜
（　

）
内
に
注
記
し
た
。

・
判
読
の
困
難
な
箇
所
は
そ
の
文
字
数
分
の
□
で
示
し
た
。

・
底
本
の
改
行
は
筆
写
者
に
よ
る
意
図
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
底
本
通
り

と
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
全
て
詰
め
た
。
な
お
、
こ
こ
で
紹
介
す

る
『
厚
顔
抄
』『
古
今
余
材
抄
』
の
草
稿
は
い
ず
れ
も
毎
半
丁
十
行
で

あ
る
。

・
底
本
で
行
頭
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
通
り
に

行
頭
を
下
げ
て
翻
字
し
た
。

・
各
丁
の
表
面
の
末
尾
に
（
以
上
表
）、
裏
面
末
尾
に
（
以
上
裏
）
と
注

記
し
た
。

・
そ
の
他
、
校
者
に
よ
る
注
記
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

図版　圓珠庵本『河社』第二冊第三丁紙背
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第
二
丁
紙
背 

ア
メ
ナ
ル
ヤ
ハ
天ア
メ
在ナ
ル
哉ヤ

ナ
リ
阿
妹
ト
ア
ル
ヲ
今
流
布
ス
ル
本
ニ
ア
モ
ト
點

シ
タ
レ
ト
晦
梅
毎
等
ノ
字
ヲ
皆
メ
ニ
用
タ
ル
ニ
准
ラ
ヘ
其
上
古
事
記
ニ
ハ

阿
米
濱
成
式
ニ
ハ
阿
賣
ト
ア
ル
ヲ
證
ト
シ
テ
ア
メ
ト
讀
ヘ
シ
ヲ
ト
タ
ナ
ハ

タ
ノ
ハ
弟ヲ
ト
織タ
ナ
女ハ
タ
ナ
リ
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
男
子
モ
女
子
モ
弟
ナ
ル
ヲ

ハ
親
ノ
殊
ニ
愛
ス
レ
ハ
ヲ
ト
タ
ナ
ハ
タ
ト
イ
ヘ
リ
」）
ウ
ナ
カ
セ
ル
ハ
所
ウ
ナ
カ
セ
ル嬰ナ

リ

タ
マ
ノ
ミ
ス
マ
ル
ノ
ハ
玉タ
マ
ノ
御ミ
ス
マ
ル統
ノ
ナ
リ
ア
ナ
タ
マ
ハ
ヤ
ハ
穴ア
ナ
玉タ
マ
者ハ
哉ヤ
ナ

リ
玉
ハ
緒
ヲ
貫
タ
メ
ニ
穴
ヲ
ア
ク
レ
ハ
穴
玉
ト
云
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍

記
「
甲
」）
ミ
タ
ニ【
此
】フ

タ
ワ
タ
ラ
ス
ハ
真ミ

谷タ
ニ

二フ
タ

亘ワ
タ
ラ
スナ

リ
ミ
タ
ニ
ハ
ミ
山
ノ
如

シ
万
葉
ニ
真
草
ヲ
ミ
ク
サ
真
熊
野
ヲ
ミ
ク
マ
ノ
ト
ヨ
メ
リ
マ
ト
ミ
ハ
五
音

通
セ
リ
木
ヲ
真マ

キ木
玉
ヲ
真
玉
ナ
ト
云
ハ
ホ
ム
ル
詞
ナ
レ
ハ
ミ
谷
ト
云
モ
其

意
ナ
リ
味
耜
高
彦
根
神
光テ

リ儀
（
上
二
字
左
に
朱
傍
記
「
ヨ
ソ
エ
ヒ
」）
華
ウ
ル
ハ
シ
ク
テ艶

映テ
リ
カ【

二
】

于
ヽ
ヤ
ク

二フ
タ

丘ヲ

（
以
上
表
）
二フ
タ
タ
ニ
ノ

谷
之
間ニ
一
此
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
二

谷
ヲ
カ
ヽ
ヤ
カ
ス
」）
光
ヲ
先
織
女
ノ
所
嬰
ノ
玉
ノ
光
ト
云
ヒ
テ
其
穴
玉
ノ

光
ト
見
ユ
ル
ハ
ヤ
ト
ナ
リ
（
以
下
空
白
）�

（
以
上
裏
）

第
三
丁
紙
背　

※
ノ
ド
部
丁
付
「
日
本
紀
哥　
　

一
」

日
本
紀
和
歌
略
注　
都
合
一
百
二
十
九
首

ヤ
ク
モ
タ
ツ
イ
ツ
モ
ヤ
ヘ
カ
キ
ツ
マ
コ
メ
ニ
ヤ
ヘ
カ
キ
ツ
ク
ル
ソ
ノ
ヤ
ヘ

カ
キ
ヲ

舊
事
本
紀
第
四
云
於ソ
二
彼コ

ニ處
一
建タ
マ
フレ
宮ヲ

之
時
自
二
其
地ト
コ
ロ一
雲
立
騰
ノ
ホ
レ
リ矣
因テ

作テ
二

御
歌
一
曰
古
事
記
ノ
説
モ
是
ニ
同
シ
今
此
紀
ニ
ハ
雲
ノ
タ
テ
ル
事
ヲ
記

サ
レ
サ
ル
ハ
其
意
知
カ
タ
シ
ヤ
ク
モ
タ
ツ
ハ
八
雲
立
ナ
リ
八
雲
ト
ハ

雲
ノ
（
上
二
字
朱
訂
「
下
ノ
八
重
垣
ト
ア
ル
心
八
重
ニ
」）
多
ク
立
意
ナ
リ

古
今
序
ノ
小
注
ニ
ハ
八
色
ノ
雲
ノ
タ
ツ
ヲ
見
テ
ト
ア
レ
ト
後
ニ
云
ヘ

ル
事
ナ
レ
ハ
オ
ホ
ツ
カ
ナ【
一
】シイ【
四
】ツ
モ
ヤ
ヘ
カ
キ
ハ
出
雲
八
重
垣
ナ
リ

八【
四
】（
上
一
字
朱
抹
消
）

雲
タ
ツ
ハ
（
上
五
字
朱
見
消
ち
）
後【
二
】ハ

出
雲
ノ
國
ノ
枕
詞
ナ
レ
ト
思
フ

ニ
素
戔
嗚
ノ
尊
ノ
彼
國
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
タ
ル
（
上
十
字
朱
訂
「
御
」）
時

ハ
イ
マ
タ
此
名
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
此
御
哥
ニ
依
テ
國
ノ
名
ヲ
モ
付
（
以
上
表
）

枕
言
モ
出
来
ケ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
爰
ニ
自
天
而
降
到
於
出
雲
國
ト
云
ハ
後
ヲ

初
ニ
廻
ラ
ス
ナ
リ
假
令
日
向
國
ノ
名
ハ
景
行
天
皇
ノ
御
時
出
来
タ
レ
ト

神
代
紀
ニ
モ
有
カ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ【
三
】多

【
五
】
ク
立
出
ル
雲
ト
云
意
ニ
ツ
ヽ
ケ
サ

セ
給
フ
ナ
リ
【
、】
八
重
垣
ハ
是
ニ
二
ツ
ノ
心
有
ヘ
シ
一
ツ
ニ
ハ
霧
ノ
マ

カ
キ
ナ
ト
云
如
ク
雲
ノ
立
出
テ
須
賀
ノ
宮
ヲ
廻
ル
ヲ
ヤ
カ
テ
八
重
垣
ト

ノ
タ
マ
フ
歟
二
ツ
ニ
ハ
出
ル
雲
ノ
立
廻
ル
カ
如
ク
ナ
ル
八
重
垣
ト
ノ
タ

マ
フ
歟
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
顯
宗
紀
云
出
雲
者
新
墾
ナ
リ
〻
〻
之
十

握
稻
云
々
是
モ
新
墾
ノ
田
ニ
稻
葉
ノ
雲
ヲ
ナ
ス
ヲ
出
雲
ト
ハ
ノ
タ
マ
ヘ
リ
」）
ツ

マ
コ
メ
ニ
ハ
是
ニ
又
二
ツ
ノ
心
ア
ル
ヘ
シ
一
ツ
ニ
ハ
妻ツ
マ

𨼆コ
メ

尓ニ

ニ
テ
妻
ヲ
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コ
ム
ル
ナ
リ
妻
ヲ
コ
メ
置
タ
マ
ハ
ム
ト
テ
八
重
垣
ヲ
作
ル
ト
ノ
タ
マ
フ

ト
妻
ヲ
コ
メ
ヨ
ト
テ
雲
ノ
八
重
ニ
立
ヲ
八
重
垣
作
ル
ト
ノ
タ
マ
フ
意
コ

レ
ニ
分
レ
タ
リ
二
ツ
ニ
ハ
（
以
上
裏
）

第
四
丁
紙
背

阿
麻ト
一
下
效ヘ
レ
此ニ

ト
ア
リ
初
四
相
通
シ
テ
阿
米
ト
ハ
云
ヘ
ト
モ
五
音
ナ

レ
ハ
ト
テ
阿ア

ム牟
阿ア

マ味
阿ア

モ毛
ト
通
セ
ル
例
ナ
シ
弟
織
女
ト
ハ
男
子
モ
女
子

モ
弟ヲ
ト

ナ
ル
ヲ
ハ
親
ノ
殊
ニ
愛
ス
レ
ハ
小
男
ヲ
ヽ
ト
コ
少
女
ヲ
ヽ
ト
メ
ト

云
モ
其
意
ニ
（
上
一
字
「
ナ
」
と
改
）
ル
故
ニ
今
モ
弟
織
女
ト
ハ
云
ヘ
リ

所ウ
ナ
カ
セ
ル

嬰
ハ
万
葉
ニ
ハ
ウ
ナ
ケ
ル
ト
モ
ヨ
メ
リ
懸
ル
意
ナ
リ
嬰
ノ
字
〻
書
ニ

胡
國
ノ
習
俗
女
ノ
胸
ニ
貝
ヲ
貫
テ
掛
テ
飾
ト
ス
ル
故
ニ
二
ノ
貝
ニ
從
ヒ

女
ニ
從
フ
ト
云
ヘ
リ
玉
ノ
御
統
ハ

（
以
下
空
白
）　
（
以
下
表
）　�

（
裏
面
空
白
）

第
五
丁
紙
背　

※
ノ
ド
部
丁
付
「
日
本
紀
哥　
　

二
」

後
撰
集
云

　

今
日
櫻
シ
ツ
ク
ニ
我
身
イ
サ
沾
ム
香
コ
メ
ニ
サ
ソ
フ
風
ノ
来
ヌ
マ
ニ

　
（
朱
筆
行
間
挿
入
「
垣
コ
シ
ニ
散
来
ル
花
ヲ
見
ル
ヨ
リ
ハ
根
コ
メ
ニ
風
ノ
吹
モ

　

越
サ
ナ
ム
」）

コ
レ
ラ
ハ
花
共
ニ
香
ト
モ
ニ
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
根
共
ニ
」）
ト

云
意
ナ
リ
万
葉
第
三
ニ

　

妹
ト
シ
テ
二
人
作
リ
シ
我
山
ハ
木
高
ク
繁
ク
成
ニ
ケ
ル
カ
モ

是
ハ
妹
ト
二
人
シ
テ
ト
ヤ
作
ラ
ム
カ
ク
ヤ
作
ラ
ム
ト
談
合
シ
テ
作
レ
ル

山
ト
讀
タ
レ
ハ
今
モ
稻
田
姫
ト
共
ニ
イ
カ
ヽ
作
ラ
ム
ト
示
シ
合
セ
テ
作

ラ
セ
タ
マ
フ
意
ニ
ヤ
古
事
記
ニ
腰
句
都
麻
碁
微ミ

尓
ト
ア
ル
ハ
共
ニ
ト
云

ニ
近
シ
但
此
時
ハ
八
重
墻
ハ
實
ノ
墻
ナ
リ
八
重
墻
造
ハ
此
處
句
ナ
リ
其

八
重
墻
ヲ
ハ
其
ト
ハ
上
ノ
八
重
墻
ト
云
ヲ
指
テ
ノ
タ
マ
ヘ
リ
天
竺
ノ
經

ニ
ハ
偈
ア
リ
テ
重
テ
其
義
（
以
上
表
）
ヲ
述
周
詩
ニ
モ
同
シ
事
ヲ
文
字

ヲ
少
替
テ
三
四
章
ニ
亘
テ
云
ヘ
ル
ハ
厚
キ
事
ナ
ル
ニ
此
御
哥
モ
纔
ナ
ル

中
ニ
カ
ク
重
テ
其
八
重
墻
ヲ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
三
國
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
符
ヲ

合
セ
タ
ル
カ
如
シ
天
孫
海
女
ヨ
リ
以
来
此
御
哥
ニ
效
ヒ
テ
三
十
一
字
ヲ

詠
ス
レ
ハ
定
テ
深
キ
故
侍
ル
ヘ
シ
字
妙
句
妙
意
妙
始
終
妙
ノ
四
妙
ア
リ

ナ
ト
云
ヘ
リ

天ア
メ

在ナ
ル

哉ヤ

ハ
天
ニ
ア
ル
ヤ
ト
云
ヘ
キ
ヲ
尓
阿
切
奈
ナ
レ
ハ
約ツ
ヽ
メテ

云
ナ
リ
阿
妹

ヲ
今
流
布
ス
ル
本
ニ
ア
モ
ト
點
ス
晦
梅
毎
昧
賣
等
ノ
字
皆
メ
ニ
用
タ
ル

ニ
准
ラ
ヘ
其
上
古
事
記
ニ
ハ
阿
米
濱
成
式
ニ
ハ
阿
賣
ト
ア
ル
ヲ
證
ト
シ

テ
ア
メ
ト
讀
ヘ
シ
古
事
記
云
訓ヨ
ム
テ天ヲ

云
二
（
以
上
裏
）
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第
六
丁
紙
背　

※
ノ
ド
部
丁
付
「
日
本
紀
哥　
　

二
」

二
ツ
ニ
ハ
妻
共
ニ
ノ
心
ア
リ
万
葉
第
十
七
云

我
宿
ノ
花
橘
ヲ
花
コ
メ
ニ
玉
ニ
ソ
ア
カ
ヌ
ク
マ
タ
ハ
苦
シ
ミ

後
撰
集
ニ

　

今
日
櫻
シ
ツ
ク
ニ
我
身
イ
サ
沾
ム
香
コ
メ
ニ
サ
ソ
フ
風
ノ
コ
ヌ
マ
ニ

コ
レ
ラ
花
ト
モ
ニ
香
ト
モ
ニ
ト
云
意
ナ
レ
ハ
今
モ
稻
田
姫
ト
共
ニ
ト
ヤ

作
ラ
ム
カ
ク
ヤ
作
ラ
ム
ト
仰
セ
合
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
妻
コ
メ
ニ
ト
ハ
ヨ
マ
セ

タ
マ
ヘ
ル
ニ
ヤ
万
葉
第
三
ニ

　

妹
ト
シ
テ
二
人
作
リ
シ
我
山
ハ
木
高
ク
繁
ク
成
ニ
ケ
ル
カ
モ

是
ハ
妹
ト
フ
タ
リ
談
合
シ
テ
作
レ
ル
山
ト
云
意
ナ
リ
腰
ノ
句
古
事
記
ニ

ハ
都ツ

麻マ

碁コ

微ミ

尓ニ

ト
ア
レ
ハ
妻
共
ニ
ト
云
方
近
キ
（
以
上
表
）
ニ
似
タ
リ

此
時
ハ
實
ノ
八
重
垣
ニ
テ
雲
ヲ
云
ニ
ハ
ア
ラ
ス
其
八
重
垣
ヲ
ト
ハ
其
ト

ハ
妻
ヲ
置
須
賀
ノ
宮
ノ
為
ノ
意
ナ
リ
天
竺
ノ
經
ニ
ハ
偈
ア
リ
テ
重
テ
其

義
ヲ
述
周
詩
ニ
モ
同
シ
事
ヲ
文
字
ヲ
少
カ
へ
テ
三
四
章
ニ
亘
リ
テ
云
ヘ

ル
ハ
厚
き
（
マ
マ
）事

ナ
ル
ニ
此
御
哥
モ
纔
ナ
ル
中
ニ
此
落
句
ア
ル
ハ
三
國
ヲ
ノ

ツ
カ
ラ
符
節
ヲ
合
セ
タ
ル
カ
如
シ
天
孫
海
女
ヨ
リ
以
来
此
御
哥
ニ
效
ヒ

テ
三
十
一
字
ニ
詠
ス
ル
ハ
深
キ
故
侍
ル
ヘ
シ
後
ノ
人
字
妙
句
妙
意
妙
始

終
妙
ノ
四
妙
ヲ
立
テ
釋
セ
リ

ア
メ
ナ
ル
ヤ
ヲ
ト
タ
ナ
ハ
タ
ノ
ウ
ナ
カ
セ
ル
タ
マ
ノ
ミ
ス
マ
ル
ノ
ア
ナ
タ

マ
ハ
ヤ
ミ
タ
ニ
フ
タ
ワ
タ
ラ
ス
ア
チ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
七
句
（
以
上
裏
）

第
七
丁
紙
背　

※
ノ
ド
部
丁
付
「
日
本
紀
哥　
　

一
」

日
本
紀
和
哥
略
註　
凡
一
百
二
十
九
首

八
雲
立
ト
ハ
物
ノ
多
キ
ヲ
ハ
七
ツ
八
ツ
ト
云
常
ノ
事
ナ
リ
殊
ニ
神
書
ニ
ハ

八
ト
云
事
多
シ
八
重
雲
八
重
蒼
柴
籬
ナ
ト
云
カ
如
シ
サ
レ
ハ
雲
ノ
多
ク
立

ヲ
八
重
ニ
立
ト
云
意
ニ
テ
下
ノ
八
重
墻
ヲ
ノ
タ
マ
ハ
ム
タ
メ
ナ
リ
此
詞
後

ニ
ハ
出
雲
國
ノ
枕
言
ト
ス
レ
ト
モ
神
代
ニ
ハ
出
雲
ノ
名
モ
有
ヘ
カ
ラ
ス
此

御
哥
ニ
ア
リ
テ
後
ニ
付
タ
ル
國
ノ
名
ナ
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
今
ハ
枕
詞
ト
ハ
見
ル

マ
シ
キ
歟
此
巻
ニ
出
雲
國
ト
云
ヘ
ル
ハ
ヤ
ト
云
人
モ
有
ヘ
シ
ソ
レ
ハ
後
ニ

記
シ
給
フ
事
ナ
レ
ハ
後
ノ
名
ヲ
初
ニ
廻
ラ
サ
ル
ヽ
ナ
リ
假
令
秋
津
島
ノ
名

ハ
神
武
天
皇
ヨ
リ
始
マ
リ
日
向
ハ
景
行
天
皇
ヨ
リ
始
マ
レ
ト
共
ニ
此
巻
ニ

有
ニ
准
ラ
フ
ヘ
シ
（
以
上
表
）

出
雲
國
風
土
記
云
號
出
雲
者
八
束
水ノ

臣
津
野ノ

命ミ
コ
ト詔

二
八
雲
立ノ

詔ヲ
一
之
故ニ

云
二
八
雲
立
出
雲ト
一
此
風
土
記
ノ
説
ハ
オ
ホ
ツ
カ
ナ
シ
出
雲
八
重
墻
ハ

物
ノ
欝サ
カ
リニ
起
ル
ヲ
出
雲
ト
イ
フ
顯
宗
紀
云
出イ
ツ
モ雲
者ハ

新ニ
ヒ
ハ
リ
ナ
リ墾
新
墾ノ

之
十ト

握ツ
カ
ノ

稻シ
ネ

云
々
此
室
壽
ノ
御
詞
ノ
出
雲
モ
新
ニ
ヒ
ハ
リ
ノ治

田
ノ
稻
葉
ノ
雲
ヲ
成
ス
ヲ

ノ
タ
マ
ヘ
リ
此
句
ニ
出
雲
ノ
如
ク
ナ
ル
八
重
垣
ト
ノ
タ
マ
フ
ト【
一
】出【
三
】雲

ヲ

ヤ
カ
テ
雺【
二
】ノ
笆マ
カ
キナ
ト
云
如
ク
八【
四
】重
垣
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ル
ト
ノ
二
ツ
ノ
意
ア
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ル
ヘ
シ
妻
隠
ニ
ハ
是
ニ
モ
妻
ヲ
隠
ル
ト
妻
ト
モ
ニ
ト
ノ
二
ツ
ノ
意
ア
リ

万
葉
集
第
十
七
云　

我
宿
ノ
花
橘
ヲ
花
コ
メ
ニ
玉
ニ
ソ
ア
カ
貫
マ
タ
ハ
苦
シ
ミ
（
以
上
裏
）

第
十
丁
紙
背

日
本
紀
和
歌
略
註　

都
合
一
百
二
十
九
首

第
一　
　
　
　

神
代
上　
一
首

是
時
素
戔
嗚ノ

尊
自シ
テレ

天
而
降ク
タ
リ二

到マ
ス

於
出
雲ノ

國
簸ノ

之
川
上ニ
一
云
々
於ソ

コ

ニ
彼
處
建
レ

宮ヲ 

注
或ニ

云
時ニ

武
素
戔
嗚ノ

尊
歌ウ
タ
ヨ
ミ
シ
テ之
曰
先
代
舊
事
本
紀
曰
素
戔
鳥
尊
行

覓
將
婚
之
處
遂ニ

到マ
ス（

返
点
「
二
」
脱
カ
）
出
雲ノ

之
淸ス
カ
ノ

池ト
コ
ロ
ニ

一
亦
云
須
賀
須
賀
斯
乃

詔
曰
吾
心
淸
〻
之
於
彼
處
建
宮
之
時
自
其
地
雲
立
騰レ
リ矣

因テ
作
御
歌
曰
古

事
記
曰
其
速
須
佐
之
男ノ

命
宮ヲ

可
造
─

作
一
之
地ヲ

求
出
雲
國
云
々
茲ノ

大
神
初メ

作玉
フ二

須
賀ノ
宮ヲ
一
之
時
自
二
其ノ
地
一
雲
立
騰
尓
作リ
タ
マ
フ

二

御
歌
一
其ノ

歌
ミ
ウ
タ
ニ

曰
此
ニ
哥
ヲ

ハ
載
ラ
レ

タ
レ
ト
雲
ノ
立
騰
レ
ル
由
ヲ
記

サ
レ
サ
ル
ハ
其
所
以
ヲ
知
ラ
ス

（
以
上
表
）

夜
句
茂
多
兔
八
雲
立
也

伊
弩
毛
夜
覇
カ
キ
出
雲
八

重
墻
也
ツ
マ
コ
メ
ニ
妻
隠
也
古
事
記（
上
一
字
朱
見
消
チ
）

記
昧
作
微　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ヘ
カ
キ
ツ
ク
ル
八
重
墻

造
也

贈
ノ
ヤ
エ
カ
キ
ヲ
其
八
重

墻
也

（
以
下
空
白
）　　
（
以
上
裏
）

　

以
上
が
今
回
新
た
に
見
出
さ
れ
た
『
厚
顔
抄
』
の
草
稿
群
で
あ
る
。『
厚

顔
抄
』
は
記
紀
歌
謡
の
注
解
で
あ
る
が
、
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

内
題
が
記
さ
れ
た
巻
頭
部
が
三
種
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
注
と
本
文

と
を
掲
げ
る
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
。
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
冒
頭
に
歌
謡
全
体
の
本
文
を
行
頭
を
下
げ
ず
に
片
仮
名
書
に
し
て
掲

げ
、
一
段
下
げ
で
句
ご
と
の
注
解
を
掲
げ
る
も
の
（
第
三
丁
紙
背
）

②
歌
謡
の
本
文
を
逐
一
掲
げ
ず
、
行
頭
を
下
げ
ず
に
注
解
を
掲
げ
る
も

の
。（
第
七
丁
紙
背
）

③
行
頭
一
段
下
げ
で
『
日
本
書
紀
』『
先
代
旧
事
本
紀
』『
古
事
記
』
で

の
当
該
歌
謡
の
直
前
の
本
文
を
掲
げ
た
上
で
、
行
頭
を
下
げ
ず
に
歌

謡
の
本
文
を
句
ご
と
に
掲
げ
（
一
部
は
真
名
表
記
と
し
一
部
は
片
仮

名
表
記
）、
注
解
を
割
書
で
掲
げ
る
も
の
。（
第
十
丁
紙
背
）

本
文
と
注
を
掲
げ
る
形
式
が
一
致
し
、
ま
た
文
章
が
連
続
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
②
と
し
た
第
七
丁
紙
背
に
続
い
て
第
五
丁
紙
背
、
更
に
第
四
丁
紙

背
と
い
っ
た
順
序
で
も
と
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
第

六
丁
紙
背
は
注
解
の
形
式
に
お
い
て
①
に
一
致
す
る
も
の
の
、「
二
ツ
ニ
ハ
」

と
の
文
言
が
重
複
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
衍
字
で
あ
れ
ば
本
来

一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
が
断
定
は
控
え
る
。
残
る
第
二
丁

紙
背
は
神
代
巻
下
の
「
あ
め
な
る
や
」
歌
の
注
解
だ
が
、
行
頭
を
下
げ
ず

に
、
本
文
を
片
仮
名
表
記
で
示
す
な
ど
先
の
①
か
ら
③
の
ど
れ
と
も
形
式

が
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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す
な
わ
ち
、
総
じ
て
五
種
類
（
第
三
丁
と
第
六
丁
と
が
一
具
の
も
の
と

す
れ
ば
四
種
類
）
の
『
厚
顔
抄
』
の
冒
頭
及
び
そ
れ
に
近
い
部
分
の
草
稿

が
新
た
に
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。『
厚
顔
抄
』
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
自
筆
本
の
存
在
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た
の
は
僅

か
七
葉
分
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
成
稿
の
過
程
が
窺
わ
れ
る
契
沖
自
筆
資

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
五
（
な
い
し
四
）
種
類

の
草
稿
の
成
立
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
今
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た
い
が
、

注
の
詳
細
さ
の
程
度
や
傍
記
に
よ
る
補
入
の
反
映
の
あ
り
よ
う
か
ら
す
れ

ば
、
第
二
丁
紙
背
が
第
七
・
五
・
四
丁
紙
背
の
グ
ル
ー
プ
に
先
行
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
第
六
丁
紙
背
も
ま
た
第
七
・
五
・
四
丁
紙
背
の
グ
ル
ー

プ
に
先
行
す
る
と
見
て
よ
い
。
第
六
丁
紙
背
は
第
二
丁
紙
背
と
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
か
ら
、
概
ね
同
時
期
の
稿
で
あ
ろ
う
。
③
の
第
十
丁
紙
背
は
『
厚

顔
抄
』
の
流
布
本
と
注
解
の
形
式
が
近
い
が
、
注
の
内
容
は
至
っ
て
簡
略

な
も
の
で
、
ま
た
明
ら
か
に
書
き
止
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
前
後
関
係
は
不

明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
流
布
本
で
は
「
一
百
二
十
七
首
」
と
さ
れ
て
い
る
『
日
本
書

紀
』
の
歌
謡
の
歌
数
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
草
稿
が
い
ず
れ
も
「
一
百
二

十
九
首
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
な
ど
異
同
も
少
な
く
な
い
。
と
も
あ
れ
、

こ
れ
ら
の
草
稿
群
の
出
現
に
よ
っ
て
、
契
沖
は
『
厚
顔
抄
』
の
執
筆
に
あ

た
り
、
記
紀
歌
謡
の
本
文
と
注
解
と
を
ど
の
よ
う
に
掲
げ
る
か
に
つ
い
て

い
く
つ
か
の
試
行
錯
誤
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
判
明
す
る
。

二
、『
古
今
余
材
抄
』
草
稿
群

　

続
い
て
『
古
今
余
材
抄
』
の
草
稿
断
簡
三
葉
の
翻
字
を
掲
げ
る
。
翻
字

の
方
針
は
先
の
『
厚
顔
抄
』
と
同
一
で
あ
る
。

第
八
丁
紙
背

春
の
日
の
光
に
あ
た
る
我
な
れ
と
か
し
ら
の
雪
と
な
る
そ
わ
ひ
し
き

東
宮
の
御
め
く
み
を
か
う
ふ
る
を
春
の
日
の
光
に
あ
た
る
と
は
そ
へ
た

り
か
し
ら
の
雪
と
な
る
そ
わ
ひ
し
き
は
悉
陀
太
子
を
お
し
た
て
ま
つ
り

し
相
人
の
な
け
き
し
に
似
た
り

　

年後拾
遺つ
も
る
か
し
ら
の
雪
は
大
空
の
光
り
に
あ
た
る
け
ふ
そ
う
れ
し
き

こ
れ
は
今
の
哥
に
て
よ
め
り

雪
の
ふ
り
け
る
を
よ
め
る　
　

き
の
つ
ら
ゆ
き

霞
た
ち
こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
は
花
な
き
里
も
は
な
そ
散
け
る

こ
の
は
の
め
く
み
出
る
を
は
こ
の
め
は
る
と
い
へ
は
春
と
い
は
む
と
て

か
く
は
つ
ゝ
け
た
り
芽
の
字
を
め
と
よ
む
は
目
の
意
な
り
詩
に
も
（
以
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上
表
）
柳
眼
な
と
作
り
て
木
の
め
を
人
の
目
に
た
と
へ
た
り
下
句
は
君

の
御
め
く
み
の
あ
ま
ね
き
を
そ
へ
た
る
に
や

春
の
始
に
よ
め
る　
　

ふ
ち
は
ら
の
こ
と
な
ほ 

六
帖 

言
直

春
や
と
き
花
や
お
そ
き
と
聞
わ
か
む
鶯
た
に
も
な
か
す
も
有
か
な

奥
義
抄
云
春
は
立
ぬ
る
に
花
の
今
ま
て
さ
か
ぬ
は
春
の
と
き
か
花
の
遅

き
か
鶯
に
て
事
を
き
ら
ん
と
思
ふ
に
な
か
ぬ
か
な
と
い
ふ
な
り
顕
注
も

お
な
し
心
に
て
年
内
に
も
正
月
に
も
春
立
日
を
は
告
た
れ
は
と
し
お
そ

し
と
も
い
ふ
へ
き
に
あ
ら
ね
と
哥
は
か
や
う
に
は
か
な
く
よ
む
こ
と
の

い
み
し
き
に
こ
そ
定
家
卿
の
い
は
く
あ
さ
く
い
ふ
か
ひ
な
き
事
を
の
み

好
み
思
ふ
説
に
は
ま
こ
と
に
哥
は
は
か
な
く
（
以
上
裏
）

第
九
丁
紙
背

此
集
題
号
の
事
真
名
序
云
爰
詔
大
内
記
紀
友
則
等
各
獻
家
集
并
古
来
舊
歌

曰
續
萬
葉
集
於
是
重
有
詔
部
類
所
奉
之
哥
勒
爲
二
十
巻
名
曰
古
今
和
歌
集

假
名
序
云
延
喜
五
年
う
月
十
八
日
に
大
内
記
き
の
と
も
の
り
ら
に
お
ほ
せ

ら
れ
て
万
え
ふ
し
ふ
に
い
ら
ぬ
ふ
る
き
哥
み
つ
か
ら
の
を
も
た
て
ま
つ
ら

し
め
て
な
ん
す
へ
て
ち
う
た
は
た
ま
き
な
つ
け
て
古
今
わ
か
し
ふ
と
い
ふ

始
は
萬
葉
を
つ
く
集
な
る
故
に
そ
の
心
に
名
つ
け
て
奉
れ
る
を
古
往
今
来

の
哥
な
る
故
に
古
今
と
名
を
改
た
め
ら
れ
け
る
也
そ
れ
に
次
て
古
と
は
平

城
天
皇
よ
り
あ
な
た
の
哥
今
と
は
嵯
峨
天
皇
よ
り
こ
な
た
の
哥
な
り
其
よ

し
貫
之
の
新
撰
和
哥
集
（
以
上
表
）
序
に
見
え
た
り
彼
序
云
（
以
下
空
白
）

�

（
以
上
裏
）

第
十
一
丁
紙
背　

※
ノ
ド
部
丁
付
「
余
才
抄
一　
　

二
」

山
跡
と
か
け
れ
と
そ
れ
は
（
朱
筆
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
猶
」）
借
て
か
け

る
に
や
と
も
い
ふ
へ
し
【
、】
此
こ
と
書
に
（
上
五
字
朱
見
消
ち
し
朱
訂
「
こ

れ
に
」）
ま
さ
し
う
名
つ
く
る
よ
し
顕
は
れ
た
り
【
、】
日
本
紀
私
記
に
題
号

に
付
て
注
し
て
云
【
、】
天
地
剖
判ヲ

泥
濕
未タ
レ
乾カ

是ヲ
【
▏
】
以
栖テ
レ
山ニ

往
【
▏
】
来ス

因テ
多シ
二
蹤
跡
一
故
曰
二
山
跡ト
一
【
、】
山
謂ヒ
二
之ヲ
耶
麻ト
一
跡
謂
二
之ヲ
止ト
一
【
、】
又
古
語

謂テ
二
居
住ヲ
一
爲ス
レ
止ト
【
、】
言ハ
レ
止ト
住ナ
リ二

於
山ニ
一
也
【
、】
是
ハ
二
義
ヲ
も
て
や
ま
と

の
心
を
釋
せ
り
【
、】（
朱
筆
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
義
を
釋
し
た
る
心
は
さ
る

事
な
れ
と
も
」）
然
れ
と
も
共
に
や
ま
と
を
此
國
の
（
上
七
字
朱
見
消
ち
）
惣

名
と
定
む
る
故
に
其
心
所
存
と
異
な
り
（
上
八
字
朱
見
消
ち
、
傍
記
「【
是
心

か
な
は
す
】
や
ま
と
は
別
名
な
れ
は
洲
壌
初
て
（
上
十
三
字
に
朱
で
「
□
□
□
□

國
土
の
□
□
め
て
□
れ
る
時
」
と
重
ね
書
き
し
、
更
に
そ
れ
を
朱
見
消
ち
）
成
時

和
州
に
か
き
り
て
泥
濕
の
か
は
か
さ
る
へ
き
に
あ
ら
ね
は
我
取
ら
す
又
山
に
跡
の

な
き
義
も
泥
湿
未
乾
と
い
ふ
よ
り
い
へ
る
事
な
れ
は
我
取
ら
す
【
並
に
嘉
號
の
心

を
得
ぬ
尺
な
り
】」）（
朱
挿
入
符
、
朱
傍
記
「
又
文
に
入
て
後
」）
大
日
本
豊
秋
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津
洲
の
下
の
釋
に
云
【
、】
可キ
レ
爲
二
我
國ノ

之
摠
名ト
一
歟
【
、】
而ル
ニ大
八
洲シ
マ
ノ之

專

一
也
【
、】
是ヲ
爲ル
二
何ノ
國ト
カ一
哉
【
、】
荅
代
〻
講
書ノ
之
時
不
レ
見
二
此ノ
問
荅ヲ
一
【
、】
但

先
師
相
傳
云
此
今ノ

大オ
ホ
ヤ
マ
ト
ノ倭
國ナ
リ【
、】
陰メ

ヲ陽
二ハ
シ
ラ
ノ
神
▏
最ハ
シ

初メ
ニ

依テ
レ
生ニ
二
此
國ヲ
一
以

二
（
以
上
表
）
我
國ノ

之
摠
名ヲ

号ク
一
之
【
、】
こ
れ
惣
名
を
も
て
別
名
と
す
と
い

へ
り
（
上
十
五
字
朱
見
消
ち
）【
、】
今
い
は
く
此
義
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記

「
證
文
な
き
こ
と
な
れ
は
」）
い
は
れ
な
し
【
、】（
こ
こ
か
ら
朱
見
消
ち
）
既
に
神

武
天
皇
嗛
間
丘
に
て
和
州
を
御
覧
し
た
ま
ひ
て
【
、】
秋
津
の
臋
呫
を
か
に

似
た
り
と
の
た
ま
へ
る
詞
を
引
つ
ゝ
け
て
【
、】
大
日
本
豊
秋
津
洲
と
い
へ

る
を
い
か
て
惣
名
と
は
い
ふ
へ
き
【
、】（
朱
見
消
ち
こ
こ
ま
で
）
神
武
紀
云
抑ハ
タ

【
▏
】
又
聞シ
ク二

於
塩
土ツ
ヽ
ノ
ヲ
チ
ニ

老
翁
一
曰シ
ク東ニ

有
二
美ヨ
キ
ク
ニ地

一
靑
山
四
ヨ
モ
ニ
ス
ク
レ
リ
周
云
々
景
行
紀
天
皇

思ク
ニ
シ
ノ
ヒ
ノ
ミ
ウ
タ
ニ

邦

歌
云
夜ヤ

摩マ

苫ト

波ハ

區ク

珥ニ

能ノ

摩マ

保ホ

邏ラ

摩マ
【
、】
多タ

多タ

儺ナ

豆ツ

久ク
【
、】
阿ア

烏ヲ

伽カ

枳キ

夜ヤ

摩マ

許コ

莽モ

例レ

屢ル
【
、】
夜ヤ

摩マ

苔ト

之シ

于ウ

漏ル

破ハ

試シ
云
々
【
、】
是
号
和
州
を
い
へ

り
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
和
州
は
」）
四
面
ま
こ
と
に
皆
（
墨
挿
入
符
に

朱
線
を
引
き
傍
記
「
山
」）
な
れ
は
【
、】
ゆ
き
ゝ
の
跡
山
に
お
ほ
か
る
へ
き
こ

と
わ
り
也
（
朱
挿
入
符
あ
り
、
朱
傍
記
「
跡
ハ
足
止
の
心
な
り
上
略
す
れ
は
只
止

な
り
（
こ
こ
か
ら
墨
見
消
ち
）
さ
き
に
引
私
紀
に
泥
濕
未
乾
と
い
ふ
は
本
朝
を
惣

し
て
な
り
は
し
ま
れ
る
時
を
い
へ
り
別
名
に
付
て
い
ふ
時
和
州
の
み
泥
濕
の
か
は

か
（
見
消
ち
こ
こ
ま
で
）」）
又
山
城
ハ
奈
良
山
の
北
に
当
れ
は
も
と
（
以
上
裏
）

　

以
上
、
第
八
丁
紙
背
は
『
古
今
和
歌
集
』
第
八
番
か
ら
第
一
〇
番
歌
の

注
釈
で
あ
り
、
第
九
丁
紙
背
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
題
号
に
関
す
る
考
証
、

第
十
一
丁
紙
背
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
冒
頭
「
や
ま
と
う
た
は
」
の

「
や
ま
と
」
に
関
す
る
注
解
で
あ
る
こ
と
は
一
読
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

第
八
丁
紙
背
と
第
十
一
丁
紙
背
に
対
応
す
る
内
容
は
、『
古
今
余
材
抄
』

流
布
本
に
も
見
え
（
た
だ
し
文
章
に
は
種
々
異
同
あ
り
）、
ま
た
第
十
一

丁
紙
背
の
丁
付
に
「
余
才
抄
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
二
葉
が
同
書

の
草
稿
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　

問
題
は
第
九
丁
紙
背
で
、『
古
今
余
材
抄
』
流
布
本
に
は
こ
の
よ
う
に

題
号
に
関
し
て
独
立
し
て
論
述
を
行
う
よ
う
な
箇
所
は
存
在
せ
ず
、
よ
っ

て
当
該
紙
背
の
内
容
が
『
古
今
余
材
抄
』
の
草
稿
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
不
確
定
な
部
分
が
残
る
。
と
は
い
え
『
古
今
余
材
抄
』
で
の
仮
名

序
本
文
「
す
へ
て
ち
う
た
は
た
ま
き
な
つ
け
て
古
今
わ
か
し
ふ
と
い
ふ
」

へ
の
注
解
に
、「
古
今
の
名
は
古
往
今
来
聞
え
た
る
ま
ゝ
の
義
な
か
ら
、

新
撰
和
哥
序
の
こ
ゝ
ろ
、
大
同
以
前
を
古
と
し
、
弘
仁
以
後
を
今
と
す
る

也（
６
）」
と
あ
る
な
ど
、
当
該
紙
背
と
同
趣
旨
の
記
述
が
見
え
る
点
は
注
意
さ

れ
る
。

　
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
の
惣
釈
が
『
万
葉
集
』
の
題
号
に
関
す
る
考

証
を
劈
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
第
九
丁
紙
背
は
『
古
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今
余
材
抄
』
の
惣
釈
の
よ
う
な
も
の
の
執
筆
を
契
沖
が
構
想
し
て
い
た
痕

跡
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
は
い
え
こ
の
第
九
丁

紙
背
は
明
ら
か
に
書
き
止
し
で
あ
り
、
ま
た
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
古
今

余
材
抄
』
の
諸
本
に
は
惣
釈
に
当
た
る
よ
う
な
部
分
は
存
在
し
な
い
。
殊

更
に
そ
う
し
た
も
の
を
立
て
ず
と
も
、
仮
名
序
及
び
真
名
序
の
注
解
が
そ

う
し
た
総
論
的
内
容
を
お
の
ず
と
含
む
こ
と
に
な
る
た
め
、
恐
ら
く
記
述

の
重
複
を
避
け
る
意
図
で
、
こ
れ
以
上
の
執
筆
を
契
沖
が
諦
め
た
と
い
う

こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
古
今
余
材
抄
』
の
契
沖
自
筆
草
稿
と
し
て
は
、
舒
文
堂
河
島
書
店
の

所
蔵
す
る
い
わ
ゆ
る
河
島
本
の
存
在
が
従
来
知
ら
れ
て
い
る
が
、
結
論
か

ら
述
べ
る
な
ら
ば
、
今
回
あ
ら
た
に
出
現
し
た
草
稿
三
葉
は
河
島
本
に
先

行
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
以
下
に
そ
の
根
拠
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
河
島
本
は
第
十
一
丁
紙
背
に
施
さ
れ
て
い
る
多
数
の
訂
正
を
概
ね

そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
た
形
で
本
文
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
前
後
関

係
は
明
瞭
で
あ
る（
７
）。

さ
ら
に
第
八
丁
紙
背
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
河
島
本

に
お
け
る
第
八
番
歌
の
注
解
冒
頭
は
「
東
宮
の
御
め
く
み
を
か
う
ふ
る
を

春
の
日
の
光
に
あ
た
る
と
は
そ
へ
た
り
下
句
は
悉
陀
太
子
を
相
せ
し
相
人

の
な
け
き
し
に
似
た
り
」
と
第
八
丁
紙
背
と
概
ね
同
文
を
本
行
に
記
す
が
、

「
下
句
は
」
の
下
に
挿
入
符
が
あ
り
、
行
間
に
「
猶
行
末
も
御
め
く
み
に

あ
ふ
へ
き
を
か
し
ら
の
雪
と
白
く
な
り
た
れ
は
久
し
く
恩
光
に
あ
た
る
ほ

と
も
あ
る
ま
し
き
事
を
わ
ふ
る
な
り
」
と
の
加
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
。『
古

今
余
材
抄
』
の
浄
書
本
で
あ
る
彰
考
館
文
庫
所
蔵
本
（
第
一
冊
の
み
契
沖
筆

で
そ
れ
以
外
は
如
水
筆
・
奥
書
な
し
（
８
））
及
び
斯
道
文
庫
寄
託
圓
珠
庵
所
蔵
本
（
本

文
は
如
水
筆
で
契
沖
筆
補
訂
書
入
あ
り
・
元
禄
五
年
八
月
奥
書
・
エ
─

二
〇
─

一
〇
）

で
は
、
当
該
加
筆
部
分
を
す
べ
て
本
行
に
挿
入
し
た
形
で
筆
写
さ
れ
て
お

り
、
や
は
り
こ
ち
ら
に
関
し
て
も
新
出
断
簡
が
河
島
本
に
先
行
す
る
と
見

て
よ
い
。
残
る
第
九
丁
紙
背
に
つ
い
て
は
河
島
本
に
対
応
す
る
部
分
が
存

在
し
な
い
た
め
本
文
の
比
較
は
不
可
能
だ
が
、
そ
の
内
容
に
鑑
み
て
も
『
古

今
余
材
抄
』
の
初
期
の
構
想
に
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
問
題
な
か
ろ
う
。

　

各
巻
に
見
え
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
河
島
本
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

六
月
か
ら
同
年
八
月
に
か
け
て
契
沖
が
校
訂
を
行
っ
た
も
の
で
、
と
な
れ

ば
こ
れ
ら
草
稿
三
葉
の
執
筆
時
期
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐

ら
く
こ
の
三
葉
は
河
島
本
の
執
筆
時
に
反
故
と
さ
れ
、『
河
社
』
執
筆
時

に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
河
島
本
の
書
型
は
半
紙
本
で
あ
り（
９
）、
今
回
発
見
さ
れ
た
三
葉

と
一
致
し
て
い
る
。
先
述
の
彰
考
館
本
と
圓
珠
庵
本
は
と
も
に
契
沖
が
兄

如
水
の
助
力
を
得
て
大
本
に
浄
書
し
た
も
の
で
、
ど
う
や
ら
契
沖
は
『
古

今
余
材
抄
』
の
草
稿
執
筆
時
に
は
半
紙
本
、
浄
書
に
あ
た
っ
て
は
大
本
と
、



─ 292 ─

書
型
に
よ
っ
て
一
定
の
使
い
分
け
を
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、『
古
今
余
材
抄
』
も
ま
た
、
先
の
『
厚
顔
抄
』
と
同
様
に
数
次

に
わ
た
っ
て
著
述
の
補
訂
が
行
わ
れ
、
惣
釈
的
な
部
分
を
執
筆
す
る
か
ど

う
か
な
ど
著
作
全
体
の
構
想
に
も
一
定
の
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ら

の
草
稿
群
の
存
在
は
示
唆
し
て
い
よ
う
。

三
、『〔
住
友
周
富
十
七
回
忌
追
悼
歌
集
〕』
に
つ
い
て

　

以
下
で
は
『
河
社
』
以
外
の
圓
珠
庵
所
蔵
資
料
に
基
づ
い
て
、
従
来
の

研
究
で
の
若
干
の
遺
漏
を
補
う
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の

は
『〔
住
友
周
富
十
七
回
忌
追
悼
歌
集
〕』
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
契
沖
著
述
稿
本
類
」
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

当
該
資
料
に
関
し
て
は
久
松
潜
一
「
契
沖
伝
」
が
五
井
蘭
洲
の
撰
文
に

か
か
る
契
沖
碑
文
に
見
え
る
「
江
友
俊
」
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、「
圓

珠
庵
蔵
書
の
中
に
あ
つ
た
「
咏
（
マ
マ
）歌

題
林
愚
抄
内
（
マ
マ
）述

懐
」
と
い
ふ
写
本
」
が

「
入
江
友
俊
が
兄
住
友
友
（
マ
マ
）昌
の
十
七
年
忌
に
夏
懐
旧
と
い
ふ
題
で
知
人
の

歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
友
俊
の
序
文
及
び
和
歌
の
若
干
を

紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
竹
安
繁
治
「
入
江
友
俊
私
記
」
は
「
久
松
博
士
が

さ
き
に
あ
げ
ら
れ
た
「「
咏
（
マ
マ
）歌
題
林
愚
抄
内
（
マ
マ
）述
懐
」
は
寛
延
元
年
（
延
享

五
年
）
周
富
の
十
七
回
忌
に
友
俊
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
友
昌
の

十
七
年
忌
と
さ
れ
て
い
る
の
は
周
富
の
誤
り
で
あ
る
」
と
し（

（1
（

、
宮
本
又
次

『
町
人
社
会
の
学
芸
と
懐
徳
堂
』
も
竹
安
と
同
趣
の
見
解
を
述
べ
た
上
で
、

友
俊
序
と
一
部
の
和
歌
を
引
き
つ
つ
詠
者
の
人
物
考
証
な
ど
に
及
ん
で
い

る（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
何
度
か
言
及
の
備
わ
る
該
書
で
あ
る
が
、
全

文
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
掲

の
諸
論
考
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
『〔
住
友
周
富
十
七
回

忌
追
悼
歌
集
〕』
は
入
江
友
俊
（
号
育
斎
）
が
、
兄
で
あ
る
住
友
周
富
の

十
七
回
忌
に
際
し
て
自
身
及
び
知
友
が
詠
じ
た
「
夏
懐
旧
」
題
で
の
和
歌

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
友
俊
は
豪
商
住
友
家
の
四
代
友
芳
の
三
男
と
し

て
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
生
ま
れ
、
分
家
し
て
入
江
姓
を
名
乗
り
つ

つ
も
本
家
の
家
政
に
関
与
し
た
人
物
。
契
沖
没
後
四
十
二
年
を
経
た
寛
保

三
年
（
一
七
四
三
）
に
五
井
蘭
洲
の
撰
文
に
か
か
る
契
沖
碑
文
を
圓
珠
庵

に
造
立
し
て
い
る
ほ
か
、
契
沖
門
下
で
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

紀
海
音
（
契
因
）
と
厚
誼
を
結
び
、
ま
た
こ
の
『〔
住
友
周
富
十
七
回
忌

追
悼
歌
集
〕』
に
も
名
が
見
え
る
圓
珠
庵
三
世
源
光
と
も
交
流
を
持
つ
な
ど
、

世
代
的
に
見
て
契
沖
と
の
直
接
の
接
点
は
考
え
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
友

俊
が
契
沖
に
私
淑
し
、
間
接
的
な
形
で
そ
の
学
問
を
摂
取
し
つ
つ
、
契
沖
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の
顕
彰
活
動
へ
さ
ま
ざ
ま
に
意
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（1
（

。
友

俊
は
冷
泉
家
に
も
歌
道
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
書
に
懐
徳
堂

関
係
者
が
複
数
見
え
る
点
も
含
め
て
、
近
世
和
歌
史
上
に
お
い
て
も
注
意

す
べ
き
資
料
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
紹
介
を
試
み
た
い
。
ま
ず
書
誌

を
略
記
す
る
。

　

円
珠
庵
蔵
契
沖
著
述
稿
本
類
等
の
内
（「
契
沖
著
述
稿
本
類
」
の
外
・

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
寄
託
）。
共
紙
表
紙
（
縦
二
九
・

〇
×
横
一
八
・
六
糎
）。
大
本
一
冊
。
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
写
。
一

筆
（
入
江
友
俊
筆
カ
）。
外
題
「
咊
歌
題
林
愚
抄
夏
述
懐
」。
表
紙
鉛
筆
書

「
住
友
―
」。
延
享
五
年
入
江
友
俊
序
。
毎
半
丁
八
行
（
序
文
）
及
び
四
行

（
和
歌
）。
光
沢
あ
る
薄
藍
色
の
紐
を
用
い
た
仮
綴
。
旧
資
料
名
「
和
歌
題

林
愚
抄
内
（
マ
マ
）述

懐
」。
請
求
記
号
エ
─

三
七
─

一
。
管
見
の
限
り
、
他
に
伝

本
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
本
書
が
以
前
寄
託
さ
れ
て
い
た
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
に
お
い
て
い
ず
れ
か
の
時
点
で
「
和
歌
題
林
愚
抄
内
（
マ
マ
）述
懐
」

か
ら
「
住
友
周
富
十
七
回
忌
追
悼
歌
集
」
へ
と
資
料
名
を
改
め
た
よ
う
で

あ
る
。
原
本
に
見
え
な
い
書
名
を
補
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
あ
ら

た
に
〔　

〕
に
括
り
、
当
文
庫
で
の
整
理
資
料
名
と
し
た
。

　

翻
字
の
方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
漢
字
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

・
序
文
に
つ
い
て
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

・
底
本
の
改
行
は
筆
写
者
に
よ
る
意
図
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
底
本
通

り
と
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
全
て
詰
め
た
。

・
姓
名
や
別
称
・
号
な
ど
素
性
が
判
明
し
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は
署

名
に
続
け
て
（　

）
内
に
姓
名
な
ど
を
注
記
し
た
。

【
翻
字
】

つ
ら
な
る
枝
の
し
た
し
み
あ
れ
は
、
こ
と
さ
ら
に
侮
を
ふ
せ
く
な
る
。
こ

の
か
み
な
り
け
る
人
の
、
蒿
か
里
の
露
に
し
た
か
ひ
し
そ
れ
の
日
を
、
花

に
か
こ
ち
月
に
う
ら
み
て
、
十
あ
ま
り
七
と
せ
の
け
ふ
に
む
か
へ
り
。
法

の
海
の
を
し
へ
う
れ
し
く
、
疎
き
は
ふ
り
に
し
跡
を
た
つ
ね
と
ふ
ら
ひ
、

し
た
し
き
は
後
の
わ
さ
お
こ
そ
か
に
ま
め
や
か
な
る
志
を
あ
ら
は
す
と
か

や
。
い
て
や
ひ
し
り
の
道
に
は
か
ゝ
る
事
あ
り
と
し
も
な
け
れ
と
、
是
も

身
を
お
ふ
る
な
け
き
に
な
す
ら
ふ
へ
し
。
し
か
は
あ
れ
と
、
あ
か
ね
さ
す

日
こ
と
に
、
お
も
ひ
か
た
糸
の
よ
る
〳
〵
か
な
し
む
へ
き
に
も
あ
ら
す
。

又
花
橘
に
む
か
し
を
忍
ふ
と
も
、
わ
す
れ
草
の
種
を
と
る
へ
く
も
あ
ら
ね

は
、
か
う
や
う
の
を
り
を
も
ふ
け
て
、
ひ
ま
過
る
駒
の
い
ち
は
や
き
と
し

の
数
に
お
と
ろ
き
、
夏
懐
旧
と
い
ふ
題
し
て
求
め
集
る
こ
と
の
葉
の
序
、
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代
に
か
き
り
な
き
思
ひ
を
、
つ
か
み
し
か
き
毫
に
の
ふ
る
と
い
ふ
も
の
な

ら
し
。

　

于
時
延
享
戊
辰
の
と
し
孟
夏
下
浣
入
江
友
俊

　

育
斎
の
窓
の
も
と
に
お
ゐ
て
こ
れ
を
誌
す

　
　
　
　

夏
懐
旧　
　
　
　
　
　

友
俊
（
入
江
育
斎
）

有
し
世
を
猶
し
の
へ
と
や
子
規
あ
と
な
き
空
に
声
を
残
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
志
女
（
入
江
育
斎
の
妹
と
し
）

け
ふ
も
猶
わ
す
れ
ぬ
う
さ
に
あ
ふ
ひ
草
か
け
て
い
く
世
の
跡
や
忍
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
房
（
住
友
友
貞
次
子
）

卯
の
花
の
垣
根
は
雪
と
ふ
り
ぬ
る
を
見
る
に
つ
け
て
も
昔
を
そ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尼
観
香

思
ひ
出
る
を
り
も
こ
そ
あ
れ
子
規
な
れ
も
昔
を
忍
ひ
て
や
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
之
（
中
井
甃
庵
）

有
し
世
を
わ
す
れ
ぬ
夢
の
浮
橋
も
た
え
て
つ
れ
な
き
短
夜
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純
禎
（
五
井
蘭
洲
）

お
も
ひ
出
る
を
り
も
こ
そ
あ
れ
時
鳥
な
く
や
昔
の
け
ふ
の
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
誼
（
三
宅
春
楼
）

わ
す
れ
め
や
あ
な
卯
の
花
は
ち
り
も
せ
て
雪
と
消
に
し
人
の
昔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
誉
法
師

夏
の
夜
の
風
に
や
と
は
ん
い
に
し
へ
の
袖
の
香
ふ
か
き
軒
の
た
ち
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
誉
法
師

ほ
と
ゝ
き
す
忍
ふ
は
つ
音
を
聞
に
た
に
む
か
し
を
お
も
ふ
袖
の
露
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
絢

置
あ
へ
ぬ
露
に
し
ほ
れ
て
草
の
原
跡
と
ふ
袖
は
な
つ
と
し
も
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
由

過
し
春
を
し
た
ふ
涙
に
け
ふ
か
へ
し
ひ
と
へ
の
袖
も
か
つ
し
ほ
り
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
名
（
三
宅
石
庵
）

と
も
す
れ
は
猶
袖
ぬ
ら
す
空
な
れ
や
過
し
を
忍
ふ
短
夜
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
匡

な
れ
も
ま
た
同
し
泪
に
む
せ
ふ
ら
ん
む
か
し
し
の
ふ
の
山
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
法
師

卯
の
花
の
色
に
隔
ぬ
し
ら
露
は
こ
ふ
る
む
か
し
の
泪
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
光
法
師
（
三
世
円
珠
庵
主
）

こ
し
か
た
は
猶
み
し
か
夜
の
夢
の
間
と
覚
る
は
か
り
に
な
く
子
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
誉
法
師

ち
る
花
の
名
残
も
つ
ら
き
夏
の
来
て
し
の
ふ
に
堪
ぬ
昔
を
そ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍
鎧
法
師
（
空
華
庵
忍
鎧
カ
）
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短
夜
の
夢
は
む
か
し
の
宿
ふ
り
て
あ
な
卯
の
花
の
垣
も
へ
た
て
す

お
わ
り
に

　

以
上
、
今
般
当
文
庫
に
寄
託
さ
れ
た
圓
珠
庵
所
蔵
資
料
の
調
査
を
通
じ

て
判
明
し
た
事
ど
も
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
。

　

戦
前
と
戦
後
に
編
纂
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
『
契
沖
全
集
』
は
、
ど
ち
ら
も

緻
密
か
つ
周
到
な
調
査
に
基
づ
き
、
諸
本
中
の
最
善
本
を
底
本
に
選
ん
で

翻
字
し
た
、
き
わ
め
て
高
い
学
術
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
稿
者
も
含
め
大
い
に
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
最
終
稿
に
近
い
も
の
を
底
本
に
採
用
す
る
と
い
う
当
該
全
集
の

編
纂
方
針
ゆ
え
に
、
本
稿
が
取
り
上
げ
た
よ
う
な
草
稿
類
に
つ
い
て
は
、

解
題
な
ど
で
諸
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
内
実
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
部
分
も
残
る
。

　

現
に
圓
珠
庵
蔵
『
河
社
』
に
は
、
本
稿
が
紹
介
し
た
『
厚
顔
抄
』
お
よ

び
『
古
今
余
材
抄
』
以
外
に
も
多
数
の
『
河
社
』
草
稿
群
を
紙
背
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
検
討
ま
で
は
行
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
当
然
な
が
ら
同
書
の
生
成
過
程
に
関
し
て
は
い
ま
だ
検
討

の
余
地
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
全
集
や
資
料
集
な
ど
の
編
纂
が
厳

密
精
緻
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
刊
行
後
に
関
連
資
料
の
検
証

が
停
滞
し
が
ち
と
な
る
の
は
間
々
み
ら
れ
る
傾
向
だ
が
、
や
は
り
資
料
は

絶
え
ず
再
検
証
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
今
般
の

調
査
を
通
じ
て
図
ら
ず
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

圓
珠
庵
の
所
蔵
す
る
契
沖
著
述
稿
本
類
等
の
学
術
的
価
値
の
高
さ
は
、

そ
の
大
部
分
が
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
贅
言
は
不
要
だ
ろ
う
が
、
そ
の
価
値
も
ま
た
や
は
り
学
術
資
源

と
し
て
活
用
さ
れ
、
検
証
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
維
持
さ
れ
、
ま
た
一
層
磨
か

れ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

注
（
１
）　
『
契
沖
全
集
』
第
八
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
七
）。

（
２
）　
『
日
本
随
筆
大
成
』第
二
期
第
十
三
巻（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
四
）。

底
本
は
先
述
し
た
寛
政
九
年
刊
本
で
、
さ
ら
に
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
一

写
本
の
書
入
等
も
参
照
し
た
」
と
い
う
。

（
３
）　
『
契
沖
全
集
』
第
十
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
）。

（
４
）　

八
木
毅
「
円
珠
庵
の
蔵
書
に
つ
い
て
」（『
語
文
』
第
三
号
、
一
九

五
一
、
の
ち
大
阪
国
文
談
話
会
編
『
大
阪
の
和
学
』（
和
泉
書
院
、
一
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九
八
六
）
に
補
訂
版
収
録
）。

（
５
）　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
編『
契
沖
著
述
稿
本
類
目
録
』

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
、
一
九
八
八
）。

（
６
）　
『
契
沖
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
）
五
七
頁
。

（
７
）　

斯
道
文
庫
収
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
Ｂ
五
二
七
Ａ
）
参
照
。

（
８
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム（
三
二
─

三
〇
六
─

四
）

参
照
。

（
９
）　

朝
日
新
聞
社
版
『
契
沖
全
集
』
第
五
巻
の
口
絵
写
真
及
び
凡
例
、

ま
た
岩
波
書
店
版『
契
沖
全
集
』第
八
巻
解
題（
池
田
利
夫
執
筆
）参
照
。

（
10
）　
『
契
沖
全
集
』
第
九
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
七
）
九
二
頁
。

（
11
）　

竹
安
繁
治
「
入
江
友
俊
私
記
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
九
号
、
一
九

五
四
）。

（
12
）　

宮
本
又
次
『
町
人
社
会
の
学
芸
と
懐
徳
堂
』（
文
研
出
版
、
一
九

八
二
）
一
八
一
頁
以
下
。

（
13
）　

入
江
育
斎
の
事
跡
に
つ
い
て
は
先
掲
の
竹
安
繁
治
「
入
江
友
俊
私

記
」、
宮
本
又
次
『
町
人
社
会
の
学
芸
と
懐
徳
堂
』
に
加
え
て
、
向
井

芳
彦
『
住
友
の
歴
史
―
鉱
業
を
中
心
と
し
た
る
』（
住
友
金
属
鉱
山
株

式
会
社
、
一
九
五
三
）、
多
治
比
郁
夫
「
円
珠
庵
と
円
珠
庵
遺
書
―
そ

の
敬
愛
と
保
存
運
動
の
略
史
―
」（『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
九
号
、

一
九
七
三
）
を
参
照
し
た
。

【
附
記
】
本
研
究
はJSPS

科
研
費19K

00351

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。


